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第 4 章は，コンビュータを 1 システムと限定した場合について展開されてきた前章までの諸理論を
複数システムの場合を対象に拡張した結果を示したものである。すなわち，マルチプロセッサ，計算
機複合体などの出現によるシステムの大形化に伴い，コンピュータが複数台となった場合につきこれ
までの考察結果の適応性を検討し，さらに，このようなシステムの評価に際しては一つの評価尺度を
追加する必要のあることを論じ，その評価理論の拡張とその解析結果について述べている。
最後に，結論では，一つの実用化上の留意事項とその対策を述べ，これを併用すれば，バッファ記
憶部の実稼動システムへの導入範囲は極めて広いことを記述し，本論文で得た結果を総括的に述べ，
今後の方向について述べている。
論文の審査結果の要旨
近来，急激に増加しつつある計算機利用の要求に対処する一つの方法として，入力部にバッファ記
憶装置を設け，計算機の使用効率を高めようとする方法がある。
しかし，この種の方法を採用することによる上昇効率の定量的な論議は従来十分なされていなかっ
た。
本論文は，バッファ記憶装置を用いた場合の情報処理効率を求めるための統一的な理論展開を行な
い，システムの良さを判定するための評価関数を設定し，所定の要求を満足するバッファ記憶装置の
設計手法を確立している。
すなわち，まず，入力情報が固定長ならびに可変長のいずれの場合にも適用しうるバッファ記憶装
置内待ち行列を求める理論を作成し，これを用いて，処理効率の上昇による利得価格と，待ち合せに
よる遅延時間より生じる損失価格の差として定義される評価関数を導入し，これを最大ならしめる割
込み頻度緩衝係数を求めれば，バッファ記憶装置が設計できることを示している。さらに，近来特に
大形化しつつある情報処理システムの設計に資するため，マルチプロセッサ形式のシステムを想定し，
これに適用できるように上記の理論を発展拡張させ，シミュレーションを用いた設計方法を与えてい
る。このことは，単一のバッチ処理システムの構成に寄与するのみでなく，広域・大量情報処理シス
テムの設計に多くの示唆を与えるものである。
以上のように，本研究は通信工学および情報工学の発展に寄与するところ大である。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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